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１．千曲川自然再生事業の実施状況：これまでの経緯

自然再生の目標 対策メニュー 長期目標
①礫河原の再生 河道掘削 礫河原面積 1089haの回復

②外来植物（ハリエンジュ、アレチウリ）対策 （ハリエンジュ）河道掘削、伐採、巻き枯らし、薬剤塗布
（アレチウリ）河道掘削、抜き取り等

ハリエンジュ群落 252haの減
少

③ウグイ等の魚類の生息に適した瀬淵の保全・再生 河道掘削、樹木伐採、水制設置 早瀬面積 80haの回復

④ワンド・たまり等の水域・湿性地環境の保全・再生 河道掘削、樹木伐採、水制設置(他項目のメニューとして実施)
掘削、堆積物除去 ワンド・たまり 53箇所の回復

⑤スナヤツメ等が生息する湧水環境の保全・再生 （保全）掘削
（再生）湧水促進工 湧水箇所 7 箇所の保全・再生

⑥河川の縦横断の連続性確保 魚道の設置・改善、落差の解消 魚類の遡上を可能にすること等
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令和元年東日本台風に伴う出水によるインパクト（千曲川では既往最高の水位）

令和元年出水による千曲川の河道変化の特性を踏まえ、整備対象箇所を再選定

千曲川・犀川自然再生計画書（平成25年5月版）：自然再生の目標と対策メニュー

礫河原の再生 ：自然の営力により礫河原の回復が弱まっている箇所（無次元掃流力0.06以下、冠水頻度が年に1回未満）から優先的に整備
H26～28：冠着地区、H29～30：古舟地区

令和元年度洪水で砂礫河原への回復が見られたものの全てではなく、また見かけ上は回復したが堆砂によるものも確認され、砂礫河原に未回
復の砂州や砂礫河原が消失するリスクが高い砂州に対する再生整備が必要

H
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千曲川中流域自然再生計画書（平成20年12月）：
① 流下能力を確保するとともに、砂礫河原やヨシ・ヤナギなどの千曲川らしい水際植生や砂礫河原を再生
② コチドリなど在来種の生息生育環境の悪化、主の多様性の低下の要因となる外来植物の除去及び侵入、定着しにくい河道状態の再生

試験掘削（H21：鼠地区、H23：戸倉地区）で再生手法を確認

千曲川本来の河川環境を取り戻すための河道掘削の検討（H16検討開始、H18：粟佐地区にて試験掘削）

H
２
０
～

千曲川・犀川を特徴づける生物が生息・生育できる環境を再生することを基本的な考え方とし、
自然再生事業の実施によって、洪水等の自然インパクトにより良好な生息・生育空間が維持される環境の再生を図る。
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 整備対象とした8つの
砂州について、R14ま
での10年間で整備を
進める。

礫河原再生の整備工程

No.22

樹林化リスクマップによる整備対象砂州選定 自然再生事業での整備対象砂州

古舟地区（整備済）

250m再生幅ライン

No.1

No.3※

No.9

No.7
No.6

No.4

No.5

冠着地区（整備済）

103

88
堤防ライン

砂州No. 優先順位 距離標[kp] 掘削土量[千m3] R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14

3 1 88.0 71

1 2 83.5 64

9 3 94.5 38

7 4 91.5 143

6 5 90.5 86

22 6 108.5 74

4 7 89.0 32

5 8 89.5 136

※当初整備予定箇所で
あり、リスク評価により自
然再生事業で実施
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令和元年規模の出水でも樹木が残存

1/1規模で樹木残存

1/10規模で樹木残存

1/5規模で樹木残存

1/3規模で樹木残存

R5年度施工箇所
（上徳間地区）

※選定した8箇所以外の砂州については、他事業で整備を実施する。

１．千曲川自然再生事業の実施状況：現在の整備状況
 平成25年に千曲川・犀川自然再生計画書を作成し、砂礫川原再生整備箇所として自然再生事業を実施

平成26～28年：冠着地区、平成29～30年：古舟地区 に整備を実施、令和2年～ 網掛地区の整備を実施中
 令和元年出水による千曲川の河道変化の特性を踏まえて整備対象を見直し、下記の8地区を整備箇所に選定

令和５年～ 上徳間地区（砂州No.3）を開始

上徳間地区（整備中）
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掘削流路＋平面掘削案 縦断図

２．網掛地区の実施状況：掘削計画

1/1非冠水・無次元掃流力不足エリアを平面掘削
腹付け分掘削範囲をシフト

 冠着地区（H27施工箇所）を踏
襲し平面＋掘削水路方式

 右岸側は腹付けし、河岸侵食リ
スクを軽減
（腹付け幅は護岸整備との整合を考
慮し、20mで設定）

網掛地区掘削平面図

土量が大きいため、
①掘削水路、②平面掘削
の順で施工

網掛地区における掘削計画

平面掘削

掘削水路

一連区間の腹付け

自然再生範囲250m

掘削流路：掘削高は豊水位程度

平面掘削：無次元掃流力不
足区間を1/1冠水頻度程度で掘削

掘削土量：14.5万m3

埋戻土量：4.1万m3（腹付けのみ※※）

網掛地区掘削横断図
有効活用

i=1/177
i=1/252 ※ 残土については、他工

事へ搬出・転用
※※ 掘削土を極力有効活用

する埋戻しを実施
（95.5k～96.5k）

B=10m
1:2.0

一連区間の腹付け（20m）
令和元年11月撮影 1/1水位以上の範囲

無次元掃流力0.06以下の箇所
平面掘削範囲
掘削水路
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２．網掛地区の実施状況
【整備状況及び予定】
 令和２年度より整備を実施している。
 令和５年度までに、水路掘削及び95.5k付近までの河道掘削を実施予定であり（黒色で示す範囲）、令和5年度以降も、引き続き他事業や砂
利採取での掘削を予定している。

⇒R6年度春季より、掘削完了箇所において、順次事後モニタリング調査を実施する方針で検討中。

水路掘削

平面掘削範囲

95.0k

96.0k 96.5k

平面掘削範囲

95.5k
法尻腹付け盛土 L=790m

令和4年度施工箇所
令和2年度施工箇所

他事業や砂利採取での掘削予定箇所

令和５年度末までに施工完了予定範囲

【R6年度】
施工完了範囲から、順次事
後モニタリング調査を開始
（春季～）

衛星画像

R5.10月撮影

～令和5年度施工箇所
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２．網掛地区の実施状況

工事前

工事後

令和4年10月撮影

施工範囲

施工範囲

【令和２年度整備箇所】
 令和2年度の整備箇所は以下に示すとおりである。
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２．網掛地区の実施状況

工事前

工事後

令和4年10月撮影

施工範囲

施工範囲

【令和４年度までの整備箇所】
 令和４年度までの整備箇所は、以下に示すとおりである。
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87.5k横断図

３．上徳間地区の実施状況：掘削計画
88ｋ

令和2年11月撮影
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平面掘削範囲

平面掘削

上徳間地区掘削横断図

87.5ｋ

1/1非冠水・無次元掃流力不足エリアを平面掘削

R5年度は下流部から施工

 1/1年確率流量で冠水する高さに
掘削
（下流側の縦断勾配を急勾配に設定）

 掘削土量：6.3万m3

上徳間地区における掘削計画

網掛地区掘削横断図 平面掘削：無次元掃流力不足
区間を1/1冠水頻度程度で掘削

豊水位

1/1水位

1/1水位～豊水位に
擦り付く勾配

無次元掃流力・BOI不足範囲

1/1水位の縦断勾配を基本

無次元掃流力・BOIを増強しつつ掘削土量を削減する掘削縦断
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３．上徳間地区の実施状況
【整備状況及び予定】
 令和５年度より整備を実施している。
 令和５年度は、87.5k付近の河道掘削を実施する予定である。（令和6年５月までを想定）
 砂州上流部においては、R6年度に、砂利採取にて掘削予定である（詳細は未定）。
⇒R6年度秋季より、掘削完了箇所において、順次事後モニタリング調査を実施する方針で検討中。

87.75k
88.0k

87.5k

令和5年度施工予定個所

平面掘削範囲

【R6年度】
施工済範囲から、事後モニタリ
ング調査を開始（秋季～）

衛星画像

R5.10月撮影
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